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 マレーシアは日本でいうと、小学校 6 年間が終わった後、中高一貫で 5 年間教育を受け

ます。そして、大学に進学する学生は予備教育というものを１年間受けた後、大学に進学

します。 

 私が配属された「Special Japanese Preparatory Program, Centre for Foundation Studies in Science」

（マラヤ大学予備教育学部日本留学特別コース）とは、その予備教育１年と日本でいう大

学 1回生で、日本留学に必要な日本語と、日本の大学で日本語で理系の授業を受けること

ができるように数学、化学、物理を学ぶコースです。従って、このコースの学生は 2年と

いうとても短い時間で、日本語をマスターし、そして日本語での授業を理解することがで

きるようにならないといけません。 

 そして、秋に行われる「日本留学試験（EJU）」という試験を受け、合格した学生がマレ

ーシア国費によって、日本の国立大学にマレーシア政府派遣留学生として、留学すること

になります。ちなみに日本留学試験は日本語でセンター試験並みです。 

 私は物理の授業を担当し、日本語で行います。4 月 18 日（金）に生徒と対面し、4 月 21

日（月）から授業がスタートします。15 名のクラスが 5 クラスあり、その担任になりまし

た。しかし、15 名を一人で見るのではなくて、他に 3 名の先生がサポートにあたっていた

だけます。従って、学生の進路指導は教員一人あたり 4 名程度になります。 

 昨年度の大学 1 回生にあたる学生の日誌を見ました。高校の日直日誌みたいなものです。

日本語を学んで、2 年目とは思えないくらいのものでした。私たちが英語を学んで２年目で

これだけのことができるのかと考えてしまいました。 

 授業はタブレットやパソコンの画面をプロジェクターでホワイトボードに映し出し、そ

のホワイトボードに直接書いて、授業を行うことになると思います。（なるべく教科書や

問題集と同じ字でないと日本語が読みにくい、または時間の短縮がねらい） 

 話は変わりますが、こちらの気候は 7 月上旬くらいでしょうか。節約という概念がある

かどうかわかりませんが、（おそらくマレーシアには無いのでは）クーラーががんがんか

かっています。教室には温度調節のできないクーラーがある場合もあります。ON or OFF で

す。生徒も寒いと言っているそうです。職場は長袖でも十分過ごすことができます。そし

て、15 時くらいに雨が降ることが多いです。これは、気温が高いため昼間に大量の水分が

上昇し、雲ができてその日のうちに降ってきます。 

 では、またご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員室 

 

職員室からの風景 
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大学の敷地はかなり広く、車等でないと移動できないと思います 
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【生徒日誌】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒日誌】 


